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すり鉢窪カールは一級のお花畑 

2016年、飯田高校夏合宿（中央アルプス・縦走） 8/6～9 

この夏の飯田高校山岳班の合宿を中央アルプス縦走と決めた。その理由は、①南アの

南部が林道崩壊のため、行き、帰りとも通行不可。（昨年、南ア北部縦走）②１年生８名

はメインでの長期合宿に不慣れ③自分にとっても中央縦走は岡南（岡谷南）以来。しか

も、空木から南、南駒・越百は今までに足を踏み入れたことがない。④日程が８月６日

～９日の３泊に限られる。以上の点からである。 
（1日目）８月６日（土）電車、タクシー、ロープ―ウエイと乗り継ぎ、標高２６０
０ｍの千畳敷へ。ロープ―ウエイを利用することには、いささか戸惑いがあったが、便

利さを含め、日程も考慮にいれ、利用することにした。夏山シーズンと、土曜というこ

ともあり、しかもこの１週間の天候不順も手伝

って、かなりの賑わいである。天候は上々。桧

尾避難小屋での水不足を懸念し、炊事用の水を

確保。今日は、桧尾までの行程。 
ルートを宝剣、西駒方面にとらず、極楽平へと

向かう。約１ピッチ弱で極楽平。稜線からはわ

ずかに白い噴煙を上げている御岳山と、三の沢

の山容が素晴らしい。計画では、三の沢岳をピ

ストンする計画であったが、時間的余裕がない

のと、早めに小屋に到着し、小屋の確保をという理由から、断念した。（生徒と顧問２名

は、分岐まで登り、宝剣岳をバックに記念写真） 極楽平から、正面遠くに空木岳を見

ながら南下。13:45 桧尾岳（2728m）着。稜線から離れ10分ほど下った所に避難小屋が
建っている。収容人数は定員20名となっているが、１５名も入れば満席。すでに、ツア
ーの団体が小屋のほとんどを占め、さらに、一般の登山者も何人か入っている。とても、

班員の入れる余地はない。中央アルプスは、西駒以外は原則幕営禁止。そんなこともあ

ろうかと思い、テントを２張り背負いあげていた。小屋近くのスペースに２張り。顧問

３人は何とか小屋に入り込む。 
（２日目）午前3:00、夜中に少々雨があったものの、今は満点の星。天の川が見事だ。
眼下に駒ケ根、飯島の灯りが広がる。午前３：３０小屋発。今日は、熊沢、東川、木曽

殿越え、空木を越え、すり鉢窪避難小屋までの長い行程だ。熊沢岳を前にして、空が白々

と明け、ご来光を迎えた。昨年踏破した農鳥・間の岳・北岳あたりからの真っ赤な太陽

が生徒たちの顔を紅く染めている。 
熊沢、東川岳までの行程は、岩場あり、鎖場ありで結構な道のりである。眼前に空木

がどーんと構えている。東川岳からは一気に下る。空木岳の急斜面を、我々より３０分

前に出発したツアーの男女の団体が登っているのが見える。９０分ほどで木曽殿山荘着。



１０分ほど木曽側に下った所にある水場で‘力水‘を補給。いよいよ本日１番の難所、

空木への登りである。頂上直下は結構な岩場と鎖場。花崗岩の岩がガンガンと連なる。

多勢なので気が許せない。 
北アを縦走するに匹敵する。11:30頂上着。空木
岳直下に駒峰ヒュッテが、はるか下方に空木避

難小屋が見える。懐かしい景色だ。日曜という

こともあり、多くの登山者で賑わっていた。 
２年生のＡ君の調子がおかしい。直下でそんな

様子は伺えたが、全く動けない状態。Ａ君は左

手の指が、生まれつき全く無い。岩場、鎖場で

の体力消耗は、人一倍かかっていた。 
この先は無理だと判断。彼に顧問が１人付き添

い、空木の避難小屋で一泊し、明日も無理なようであれば、そのまま明日下山を指示。

他の班員は、さらに先へ進むことにする。 
ここから先に行く登山者はほとんどいない。赤薙岳13:50。途中、飯田高校の同窓生
に出会う。１８回の卒業で松川町の深津町長と同級生とのこと。赤なぎを越え眼前に南

駒の容姿を仰ぎながら、下ること１０分。赤なぎと南駒の鞍部着。ここからカール状地

形を１５分程下った崩落地の際に、すり鉢窪避難小屋が

ある。小屋着14：20分。このカールに拡がるお花畑は一
級のお花畑だ。南アルプスのお花畑は、鹿害でその面積

を極端に減らしている。それに比べ、鹿害にも会わず、

見事なお花畑が拡がっている。すでに秋の花に衣替え。

トラノ尾の大群落。イワギキョウ、ミヤマアキノキリン

ソウ、ハクサンフウロ等々。一面に拡がる。避難小屋は

思ったより大きい。まずは、水があるか確認。ここは雨水しかない。 
７月上旬に、雨水タンクを設置したとのことを飯島町役場に確認済みであるが、果た

してどうか。しっかりと溜まっていた。まずは一安心だ。 
すり鉢窪避難小屋は3、40名くらいは泊まれそうな大きな小屋である。1人の初老の
登山者がいるだけで、貸し切りである。お茶を沸かしてまずは一休み。明日の行程に備

え、早めの夕食を終える。明日はサブ行動。南駒ヶ岳、仙涯嶺を越え、越百山までのピ

ストン行動。空木のＡ君が心配だが、シュラフにもぐりこむ。 

編集子のひとりごと 

飯田高校再任用の杉山昭久先生からのレポートである。３泊４日、前半2日分のご紹
介をさせていただいた。北アルプスや南アルプス人気に比べ、マイナーな感のある中央

アルプス。加えて原則幕営禁止という縛りもあり、この山域に高校生を連れて行った方

は少ないのではないかと推察する。それだけに大変に貴重で面白い報告だと思う。すり

鉢窪のお花畑、行ってみたいなぁと心から思った。今回は前半の2日間、空木のＡ君、
ハンデを負いながらの岩稜通過、その後どうなったのだろう。感動の後編は次号！なん

だか、おおげさなテレビコマーシャルのコピーのようなしめくくりで恐縮だが、次号を

お楽しみに。（大西 記） 


